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進学や就労の選択肢を広げることは、若者が「自分の未来を信じられる」社会への第一歩です。
ポジドリはこれからも、学校・企業・地域と協力しながら、若者の可能性をともにひらいていきます。

地域の企業との連携へ
生野区内の企業・事業所とも接点が生まれ、地域に根ざした連携の端緒が開かれました。
今後は、こうした企業との協働を事業や財政支援の仕組みへと発展させていくことが求められています。

11月には、休眠預金等活用事業の指定団体であるJAMPIAが主催した「関西マッチング会」に参加。
さらに内閣府の調査事業に提案する過程を通じて、企業との協働の糸口をつかみました。これらの取り
組みは、若者と企業が互いに理解し、就労へとつながる新たな関係づくりの第一歩となりました。

企業と若者をつなぐマッチングの試み

進学・就労支援事業「ポジドリ」

ポジドリでは、外国ルーツの若者たちが大学や専門学校への進学、企業での就労といった多様な未来を
描けるように、進路情報を提供するガイダンスを実施しています。2024年度は、ガイダンスを通じて高校
や大学との信頼関係を築き、次年度以降の連携強化の基盤をつくることができました。
特に「大学進学ガイダンス」の拡充が、今後の大きな課題であり可能性でもあります。

進路を考えるきっかけをつくる

学びや体験、交流を重ねることで、外国ルーツの若者たちは未来を切り拓く力を身につけています。
エンパシードは、その伴走者として、これからも重層的な環境づくりを続けます。

開催日 ３月２日（日）1３時から17時

８１名（当該保護者・子ども50名）参加者

いくのパーク多目的室会　場

IKUNO・多文化ふらっと主　催

協力：生野区役所/後援：大阪府教委・大阪市教委協力等

大阪経済法科大学/大阪国際大学
大阪観光大学/大阪女学院大学
関西国際大学/流通科学大学

参加大学

開催日 9月14日（土）１４時から17時

５４名参加者

いくのパーク多目的室会　場

学校法人大阪YMCA、YMCA学院高等学校
大阪YMCA国際専門学校国際高等課程
学校法人白頭学院建国高等学校

参加校 開催日 11月17日（日）10時から14時

400名（当該若者50名）参加者

いくのパーク体育館及び多目的室等会　場

IKUNO・多文化ふらっと
大阪わかば高校
生野区役所

主　催

外国ルーツ高校生らによる
母国語の絵本の読み聞かせ活動等

内　容
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大切にしている想い

始まったきっかけ

7. 大阪大学SSI等との学びのデザイン化拠点の創出

大学と連携しながら地域の中の「学びのキャンパス」の創出
＜ひとびとのあいだのちがい＞ ＜ひとびとのくらし・生活＞から学ぶ

２０２０年９月に、いくのパークを拠点にした多文化共生のまちづくりに地域と大学が連

携して取り組んでいくための活動をはじめました。２０２２年には、本来あるべき教育の

すがたを、未来ではなくいまを生きる子どもたちとともに取り戻すことを目指し、

＜いくのふらっとだいがく＞を開校しました。大阪大学との協働プロジェクトとして各種

の講座やセミナー等も協力協働しています。

8. 講師派遣および施設見学等の実施
大学・高校・小中学校の学生・児童生徒をはじめ、地方公共団体、地方議会及びマスメデ

ィア等の方々を対象にした講演依頼および施設見学等を受入れ、2024年度はのべ127

団体・個人が参加しました。また学校跡地および多文化共生のまちづくりに関連して大阪

だけではなく、他地域や韓国からの公共機関の視察等も増えました。

また、NHK大阪「かんさい熱視線」（7月5日）、NHK総合「Dear にっぽん」（10月26日）

をはじめ、TV、新聞、雑誌等の19のメディアに当法人の活動が取り上げられました。

開催日 2025年1月26日（日）

約40名参加者

いくのパーク多目的室会　場

いくのふらっとだいがく実行委員会
大阪大学COデザインセンター

主　催

NPO法人IKUNO・多文化ふらっと共　催

開催日 2025年２月8日（土）

93名（対面：56名/オンライン：37名）参加者
いくのパーク多目的室会　場

わかばプロボノプロジェクト実行委員会
（NPO法人IKUNO・多文化ふらっと
府立大阪わかば高校/シミポタ運営事務局 等）

主　催

実 施 日
2024年7月19日

2025年2月20日

7月26日

10月18日

11月8日

11月15日

11月29日

12月20日

3月19日

事　　業
共生社会論Ⅱ

共生社会論Ⅱ

ピザ窯イベント

生野区・鶴橋のまち歩き

こども食堂への参加

第1回ワールドカフェ

第2回ワールドカフェ

第1回いくの対話のレッスン

フィールド哲学入門

内　容 ・ 備　考
多文化ふらっと紹介＋ワールドカフェ実施に向けた事前授業

多文化ふらっとでのワールドカフェ開催

JR鶴橋駅からいくのパークまでのフィールドワーク

多文化ふらっとのこども食堂（サポート＋見学）

問い：「お互いが良い格好しないで素の自分で共生できる環境はどうすればできるのか？」

問い：「なぜ哲学者はフィールドに出るのか」/主催：多文化ふらっと、ソトのガクエン、共生の人間学

問い：「私も他者も同時に尊重したい、と思うのはどんな時に？どんな人と？」

多文化ふらっと事務局スタッフと学生らとの対話実践

子どもたちの交流（サポート＋見学）
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2.受取寄付金

1.受取会費

3.受取助成金等

4.事業収益

5.その他収益

合計

収
入
の
部

375,000

5,559,103

31,189,493

26,826,250

1,170,808

65,120,654

合計 54,415,827

17,659,528

16,458,412

8,283,954

42,401,894

608,589

881,597

10,523,747

12,013,933

支
出
の
部

人件費

1.事業費

業務委託費

事業運営費

計

人件費

業務委託費

管理費

計

2.管理費

2022年
事業収益 8,307,957

62,182,598
6,791,311
290,000
993,776

23,999,780

29,779,418
16,807,450
4,343,298
415,000
1,286,555
1,999,120

26,826,250
31,189,493
5,559,103
375,000
1,170,808

0

受取助成金等
受取寄付金
受取会費
その他収益
新規借入

2023年 2024年

2024年度　活動計算書等（2024年4月1日～2025年3月31日）
2024年度　活動計算書（概要） ※詳細な活動計算書、貸借対象表、財産目録は、IKUNO・多文化ふらっとのWEBサイトに開示しています。

新しい挑戦

人件費を除く管理費を支出全体の１９％に抑制

進学ガイダンスには１３５名が参加

学習支援の受講者数のべ5,327名、
ボランティアで参加する方のべ228名、

開催したイベント50回、
イベントの参加人数8,674名

収入総額 65,120,654円
支出総額 54,415,827円

「安定」と「挑戦」の両立へ
「助成金頼みから脱却し、事業収益と寄付支援の輪で活動を前へ」

3年間の収入総額推移
2022年度（約1億円）→2023年度（約5,400万円）→2024年度（約6,500万円）

1.新規借入ゼロ

2022年度に約2,400万円の借り入れを行い、事業の立上げを行いました。
2024年度には新たな借り入れは行わず、当初計画通りに事業収益と助成金の両輪で支える形に移行。
持続可能性の高い財務構造へ進化しつつあります。

２.寄付と会費、地域からの変わらぬ支え

会員や寄付者の皆さまの応援が安定的に続き、活動を支えて頂いています。
小さなご寄付の積み重ねが大きな力になっています。

３.今後の展望

これからは寄付基盤のさらなる強化と、地域に根ざした事業収益の拡大を進め、持続可能なまちづくりを
実現していきます。

2023年度：「助成金が減少する一方、事業収益が急増。自立への転換期。」

202３年度  収入の内訳2022年度  収入の内訳

2022年度：「助成金が6割、借入金2割。助成依存の構造。」 2024年度：「助成金＋事業収益の2本柱。健全な収入構造へ。」

2024年度  収入の内訳
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